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１．概要（Summary ）： 

本研究は、多孔性シリカナノ粒子を用いて、がん治

療に対する新規ドラッグデリバリーシステムの確立

を目指すことを目的とする。 

一般的にがんの化学療法は様々な種類の抗がん剤

を患者に投与し、がんの増殖を抑制することを前提に

行われている。しかしながら、この治療法には、①抗

がん剤の重篤な副作用による患者へのダメージがあ

る、②患者により効果的な抗がん剤の種類が異なる、

といった大きな問題点がある。 

そこで我々は多孔性であり、生分解能を持った新規

シリカナノ粒子 (MSN) を開発した。MSN の表面に

ある孔に様々な種類の抗がん剤を埋め込み、標的とす

るがんにのみ蓄積させ、抗がん剤をリリース出来れば、

副作用のない新規抗がん剤を開発することが可能と

なる。その目的のために重要な点は、MSN のがん特

異的な蓄積能の向上である。我々はMSN表面をネガ

ティブチャージあるいはポジティブチャージにする

ことで、MSN の血管内での長時間循環を検討した。

MSNの表面電荷は Zeta potentialを測定することで

明らかにした。 

 

２．実験（Experimental）： 

【利用した主な装置】  

ゼータ電位・粒径測定システム 

 

【実験方法】 

滅菌水中に分散させた、様々な表面修飾した MSN

の Zeta potentialをゼータ電位・粒径測定システムを

用いて測定した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion）： 

我々が合成した Periodic Mesoporous Organosilica 

(PMO)の表面電荷を測定し、－36.60 mVという結果

を得た(Fig. 1)。この表面電荷は PMOの液中での高分

散性とがん細胞への特異的な蓄積を期待させるもの

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．その他・特記事項（Others）： 

 特になし。 

 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation）： 

 なし。 

 

６．関連特許（Patent）： 

 なし。 

 

 

 

 

 

Zeta potential of a PM O (negative)
Fig. 1 Zeta potential of a PMO (negative). 


